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1　動　詞

の
よ
う
に
判
断
し
ま
す
。

　
・
ア
段
の
音
に
つ
け
ば
→
四
段
。（「
思
は
ず
」
な
ど
）

　
・
イ
段
の
音
に
つ
け
ば
→
上
二
段
。（「
起
き
ず
」
な
ど
）

　
・
エ
段
の
音
に
つ
け
ば
→
下
二
段
。（「
寄
せ
ず
」
な
ど
）

【
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
】

問
　
次
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。

　
1
　
往い

ぬ
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）　
　
　

2
　
過あ
や
まつ
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
3
　
来
　
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）　
　
　

4
　
蹴
る
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
5
　
居ゐ

る
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）　
　
　

6
　
老お

ゆ
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
7
　
を
り
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）　
　
　

8
　
す
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
9
　
出い

づ
　（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
(1)
　
四
段
活
用

　
四
段
活
用
の
動
詞
は
、
五
十
音
図
の
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
の
四
段
に
わ
た
っ
て
活
用
し
、
活
用
語
尾
の
母

音
が
「
ア
・
イ
・
ウ
・
ウ
・
エ
・
エ
」
と
変
化
し
ま
す
。
行
に
よ
っ
て
子
音
は
違
い
ま
す
が
、
母
音
は
共

通
し
ま
す
の
で
、
一
つ
覚
え
て
し
ま
え
ば
ど
の
行
の
動
詞
に
も
応
用
で
き
ま
す
。
　

基
本
形

語
幹

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

言
ふ

言

は

ひ

ふ

ふ

へ

へ

下
に
続
く
主
な
語

ず
・
む

た
り
・
て
（
言
い
切
る
）
時
・
こ
と

ど
も
・
ば
（
命
令
で
言

い
切
る
）

【
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
解
答
】

１　

ナ
行
変
格
活
用　

2　

タ
行
四
段
活
用　

3　

カ
行
変
格
活
用　

4　

カ
行
下
一
段
活
用　

5　

ワ
行
上
一
段
活
用　

6　

ヤ
行
上
二
段
活
用　

7　

ラ
行
変
格
活
用　

8　

サ
行
変
格
活
用　

9　

ダ
行
下
二
段
活
用

【
未
然
】
1
　（
女
は
）
い
み
じ
う
心
憂
け
れ
ど
、
念
じ
て
も
の
も
言
は
ず
。 （
堤
中
納
言
物
語
・
は
い
墨
）

【
連
用
】
2
　
い
と
う
や
う
や
し
く
言
ひ
た
り
し
こ
そ
、
い
み
じ
く
覚
え
し
か
。 

（
徒
然
草
・
六
七
）

【
終
止
】
3
　
そ
れ
を
す
み
だ
河
と
い
ふ
。 

（
伊
勢
物
語
・
八
）

【
連
体
】
4
　
と
か
く
世
の
中
に
い
ふ
こ
と
あ
り
け
れ
ば
、 

（
大
和
物
語
・
四
三
）

【
已
然
】
5
　
し
た
り
顔
に
物
な
れ
て
言
へ
る
か
な
と
、 

（
源
氏
物
語
・
夕
顔
）

【
命
令
】
6
　「
本
言
へ
」
と
仰
せ
ら
る
る
も
、
い
と
を
か
し
。 

（
枕
草
子
・
五さ

つ
き月
の
御み

精さ
う

進じ

の
ほ
ど
）

1　
（
女
は
）
た
い
そ
う
つ
ら
い
が
、
我

慢
し
て
も
の
も
言
わ
な
い
。

2　

た
い
そ
う
に
礼
儀
正
し
く
言
っ
た
こ

と
が
、
素
晴
ら
し
く
思
わ
れ
た
。

3 （
人
々
は
）そ
れ
を
す
み
だ
河
と
呼
ぶ
。  

4　

何
か
と
世
間
で
う
わ
さ
を
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
、

5　

得
意
そ
う
な
顔
に
物
慣
れ
た
様
子
で

歌
を
詠
ん
で
き
た
も
の
だ
な
あ
と
、

6 

「（
こ
れ
に
）
上
の
句
を
つ
け
な
さ
い
」

と
お
っ
し
ゃ
る
の
も
、
と
て
も
お
も
し

ろ
い
。


学
習
の
ポ
イ
ン
ト

①
活
用
語
尾
が
「
ア
・
イ
・
ウ
・
ウ
・
エ
・
エ
」
と
な
る
の
は
、
四
段
活
用
。

②
四
段
の
動
詞
は
未
然
形
の
活
用
語
尾
が
ア
段
と
な
る
。

①
活
用
語
尾
が
「
ア
・
イ
・
ウ
・
ウ
・
エ
・
エ
」
と
な
る
の
は
、
四
段
活
用
。

　
動
詞
の
中
で
最
も
数
が
多
い
の
が
四
段
活
用
の
語
で
す
。
そ
の
す
べ
て
を
覚
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
す

し
、
ま
た
不
必
要
で
す
が
、
活
用
の
見
分
け
方
は
し
っ
か
り
と
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
問
わ
れ
た
際
に
は
、「
○
行
○
活
用
」
の
よ
う
に
、
活
用
の
行
を
含
め
て
答
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
現
代
語
の
「
言
う
」
は
、
古
文
で
は
「
言
ふ
」
と
書
き
ま
す
。
表
記
上

ハ
行
の
「
ふ
」
と
い
う
音
を
用
い
る
の
で
、こ
の
動
詞
は
「
ハ
行
四
段
活
用
」
と
答
え
ま
す
。
つ
ま
り
、「
言

は
ズ
」「
言
ひ
タ
リ
」「
言
ふ
」「
言
ふ
ト
キ
」「
言
へ
ド
モ
」「
言
へ
」
と
い
う
よ
う
に
、「
ハ
行
の
音
で
母

音
を
四
段
に
わ
た
っ
て
活
用
す
る
」
動
詞
と
い
う
こ
と
で
す
。

②
四
段
の
動
詞
は
未
然
形
の
活
用
語
尾
が
ア
段
と
な
る
。

　
四
段
活
用
の
動
詞
は
、
未
然
形
の
活
用
語
尾
が
ア
段
の
動
詞
で
す
。
で
す
か
ら
、
未
然
形
に
接
続
す
る


